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平成30年第2回北栄町農業委員会総会
	開催年月日
	平成30年2月13日（火）

	開催の場所
	大栄農村環境改善センター

	開　　　会
	平成30年2月13日（火）　午後1時30分

	出席委員
（２３名）

	２番
	日置　健生
	
	
	３番
	生橋　巧

	
	４番
	南場　英
	５番
	河原　廣美
	６番
	田中　則重

	
	７番
	杉川　武士
	８番
	森本　壮一
	９番
	杉川　一二美

	
	
	
	１１番
	福光　康男
	１２番
	平信　勝彦

	
	１３番
	坂本　憲昭
	１４番
	山下　正美
	１５番
	竹原　正純

	
	１６番
	徳山　隆敏
	１７番
	東地　重義
	１８番
	濵田　陽一

	
	１９番
	谷口　廣志
	２０番
	永田　恭彦
	２１番
	齋尾　直久

	
	２２番
	遠藤　忠充
	２３番
	盛山　由紀子
	
	

	
	２５番
	前田　浩明
	２６番
	濵坂　良男
	
	   

	欠席委員等
	１０番　前田　榮久　  ２４番　竹信　啓子
　          

	事務局
	局長
	下阪　啓二
	書　記
	　農地中間管理推進員　中西　宣之

	閉　　　会
	平成30年2月13日（火）　午後3時42分


日程

１　開会

２　会長あいさつ
３　議長開会宣言　　　　　　定足数の確認　

　

４　議事録署人の指名

　　　（２０番 永田委員）（２１番 齋尾委員）
５　議事

（１）農地法第３条の規定による許可申請書について（4件）　　　　　

（２）農地法第５条の規定による許可申請書について（1件）　　　　　

（３）農地利用集積計画の決定について
　　　・利用権設定　　　　　　　　　　　　　　

・農地中間管理事業に係る農用地利用配分計画
　　　　　　　　　　　　　　

６　協議事項

（１）農地法第３条の３第１項の規定による届出書について　

（２）農地法第１８条第６項の規定による通知書について
（３）農業振興地域整備計画の変更について（1件）
（４）営農型発電設備の下部における農産物の状況報告について

（５）平成３０年度農作業労働標準賃金等について

（６）農地賃借料情報について
７　報告事項

（１）委員会報告

　　　　農地委員会

　　　　農政委員会　　　　　　
　　　　広報委員会　

（２）各種審議会等報告

８　連絡事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総会開催予定等

　　　・第３回総会　　　平成３０年３月９日（金）午後１時３０分から

　　　　　　　　　　　　　　 北栄町大栄農村環境改善センター
現地確認　　　平成３０年３月８日（木）午後１時３０分事務局集合　

担当委員　生橋委員、河原委員、田中委員
　　　　　　　議案締切日　　平成３０年２月２６日（月）

９　その他　空き農地情報バンク登録申込書
　　　

１０　閉会

【添付】　資料、現地写真
研修会　相談事例等の発表　　　竹信委員、前田職務代理

○事務局　まだ１名おいでになっていませんけれども、濵坂会長さん御挨拶をお願いいたします。

○濵坂会長　毎日寒い日が続いております。十分体調にご注いただきたいと思います。
〔テープ中断〕

木桶こだわって醤油を造られている。非常にコクとかそういったものが出てくるということで、高い評価を得ておるようですけれども、ところが、今のヤマロク醤油の社長は５代目だったと思います。３代目、４代目の辺で大量生産の安いやつを供給せえということで非常に経営が苦しい時期があったようですけれども、その５代目が帰ってから、木桶のしょうゆにこだわって、販売方法もこだわりを持って、今非常にブランド化されているしょうゆのようです。そこの中で感激したのは、その木桶の寿命が大体１００年前後らしいですね。ということは、先々代ぐらいのつくった桶が、今の代ではもうそろそろつくりかえなければいけないという状況になっているんですけれども、桶をつくりたいということで桶屋さんを探したところが、大阪に今１人しかおらんということで、その桶屋さんは技術者が１人いなくなっちゃうと、もうおけがつくれんという状況になるということで、急遽、その社長が弟子入りをして桶づくりを学んだと、これがテレビで出ていましたね。先代が、古くなった木桶を壊した板を桶の隅っこのほうに並べとった、きっといつか役に立つだろうということで並べていたようです。そうやって桶づくりを習って地元に帰って、仲間とそれから大工とで、桶をつくろうということで立ち上がりました。ところが、今度、桶にはタガといって竹で編んだ枠をはめますよね。その竹が小豆島にないということで、どうしようかということでいろいろ手をつくしたのですけれども、京都にはあると。１０数メートルの長さがないとだめなようですけれども、その竹が京都にあると。だけど、その１０数メートルのものを運ぶ手段がないということで、途方にくれておりました。ところが、近くに竹炭をつくっている人があるということで、竹をそこに求めに行きましたところが、そこの人が、実はこの竹はおじいさんに頼まれて植えたものだと。いつの時代か来たときに、もし、孫がしょうゆをつくろうと思ったときに絶対いるから、植えるから管理してもらえないかということで頼んであったんですね。近くでそうやって竹を仕入れて、なおかつ桶をつくることができたというような状況があったようでございます。

　どの職種との立場においても継続性といいますか、そういったことは非常に重要であります。農業についても、そういうことが盛んに言われているわけですけれども、当事者についてはこれに１０年ぐらいの計画を立てるんですけれども、この人いわく、長期計画というのは１０年、５年の単位ではないと、世代を超えた計画を長期計画だというふうにコメントをしておりまして、なるほどなと思いました。今、農業も後継者不足だとかいろいろ難しい状況があるわけですけれども、やっぱりそういう世代を超えるようなビジョンを持ちながらやらないといけないのではないかというふうに感じているところであります。特に今回の５月に改正になって、推進委員ができて、地域の農業ビジョンを打ち立てなければいけないわけですけれども、そういったときに自分らの代で終わることなく次の世代につなげられるような方法といいますか、計画を打ち立てなければいけないのではないかなと思ったりして、感激した話でございました。それを皆さんにちょっと紹介をしたいと思いました。

　それから、最後にバレンタインが近いということで、あしたですかね、盛山委員から、また皆さんにお菓子が届けられました。こうやっていつも思いやりと真心が大変うれしく思いますので、皆さんに御紹介して感謝申し上げたいと思います。ありがとうございます。

　以上で開会の挨拶にいたします。

○事務局　ありがとうございました。

　そうしますと、会議規則第５条に会長が議長となるということになっておりますので、以後、会長に議長を務めていただきます。

○濵坂議長　そうしますと、規則にのりまして会長が議長に就任をさせていただきます。

　きょうの欠席届でございますが、竹信委員は女性会の大会で欠席でございます。それから、前田榮久委員でございますが、まだ入院中でございますが、意識のほうはしっかりされているんですけれども、まだちょっと体調が十分でないということで、引き続き欠席でございます。それから、杉川一二美委員からは、３時に早退をしたいということで届けを聞いています。出欠については以上でございます。過半数の出席でございますので、総会は成立いたします。

　４番、議事録署名人の指名でございますが、順番によりまして、２０番、永田委員、２１番、齋尾委員にお願いをしたいと思います。よろしくお願いします。

　早速、議事に入ります。議事の（１）、農地法第３条の規定による許可申請書について、４件でございます。順次審議をお願いしたいと思います。

　まず、議事（１）の１、説明がございますか。

○事務局　この農地は以前から譲り受け人が借りて耕作をされているところでありまして、それをいよいよ持ち主の方が、年といっても譲り受け人よりも若い方なんですけれども、もう、よう管理しないということで、もらってもらえないだろうかという話がありまして、売買をされたということだそうでございます。以上です。

○濵坂議長　議事の（１）の１、説明が終わりました。

　皆様方で何か質疑、発言はございますか。

　特に発言がないようでございますが、議事の（１）の１、申請のとおり許可してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、議事（１）の１、申請のとおり許可といたします。

　続きまして、議事（１）の２の説明、ございますか。

○事務局　これについては特にございません。

○濵坂議長　特に説明がないということであります。

　議事（１）の２、何か質疑、発言がございますか。発言ございませんか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、発言がないようでございます。議事（１）の２、申請のとおり、許可でよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、議事の（１）の２、申請のとおり許可といたします。

　続きまして、議事（１）の３、説明がございますか。

○事務局　この案件も、今の案件と同じ譲り渡し人でございます。以上です。

○濵坂議長　説明が終わりました。

　質疑、発言を求めます、いかがでしょうか。

　発言がございません。議事（１）の３、申請のとおり許可でよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、議事（１）の３、申請のとおり許可といたします。

　続きまして、議事（１）の４、説明はございますか。

○事務局　これは、先ほどもありましたが、高齢になられて農地の処分をしたいということで相談を受けられて、売買をされるものであります。以上です。

○濵坂議長　議事（１）の４、説明が終わりました。

　何か発言はございますか。

　そうしますと、よろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　続きまして、議事の（２）、農地法第５条の規定による許可申請書について、１件でございます。説明願います。

○事務局　これ、東新田場の案件なんですけれども、息子さんが家を建てるということで、お父さんの農地の一部を転用して住宅にするということでございます。

　これにつきましては、農用地となっておりますので、産業振興課の農用地からの除外、農振計画からの除外をした上で県のほうに上げるようにしております。以上です。

○濵坂議長　引き続き現地確認の報告をお願いしたいと思います。

○南場委員　現地確認は局長と私と日置委員と生橋委員で回りました。先週の金曜日。

　行ってみると、ここの写真にもありますように、そこは●●さんの土地でもあり、その建物、ハウスもその辺も全部この家の地番であります。そのときは雪が降っておりまして、その下のほうはよくわからなんだですが、道の両端にも通り道があって、下はおうちなんで、水田と、建屋ほどですので、何ら問題はないと判断しまして帰ってまいりました。許可してもいいではないかと思います。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　事務局の説明なり、現地確認の報告がございました。

　皆様方に発言を求めたいと思います。いかがでしょうか。

○永田委員　大体農振内の場合、適用除外の申請の後にこちらに上がってくるものだという順番かと思ったんですが。

○事務局　今回というよりも、前回、どの分だったかな、これ１回にしました。
（発言する者あり）
以前、委員さんから話がありましたように、何でもう一回行くだいやというような話もありましたので、審議は１回にさせていただきます。ただ、農用地からの除外がある場合は、産業振興課のほうで手続が済み次第ということで県のほうには上げさせてもらうというふうにさせていただきます。

○永田委員　了解しました。

○濵坂議長　そのほかございませんか。

　３５ページの理由のところの下のほうに、相続時精算課税制度を利用というふうにありますが、中身については理解されていますか。

　特に発言がなければ流していきますので、よろしいですか。わからなければ、後で調べてみてください。

　そのほかに発言はございませんか。よろしいでしょうか。

　特に問題になる発言がございませんが、議事の（２）、申請のとおり許可相当ということで、よろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、議事の（２）、申請のとおり許可相当ということで進達をしたいと思います。

　続きまして、議事の（３）、農地利用集積計画の決定についてでございます。

　何か説明はありますか。

○事務局　特にございません。

○濵坂議長　特に説明はないということでございます。

　委員関連案件がございますので、９から１８の１０筆、これは齋尾委員ですね。

○齋尾委員　はい。

○濵坂議長　それから、２０、２１が永田委員。それから、３、日置委員はいないか、日置委員がいないから、いいな。４７から５１の５筆、南場委員の関連案件でございますので、９から１８、２０、２１、４７から５１以外のものについて、まず、審議をお願いしたいと思います。

　何か発言はございますでしょうか。

　よろしいでしょうか。そのほか発言はございませんが、そうしますと、９から１８、２０、２１、４７から５１の１７筆、今のものにつきまして、計画のとおり決定してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、１７筆以外のものについて、計画のとおり決定といたします。

　続きまして、９から１８の１０筆、齋尾委員につきましては関連案件でございますので、除斥扱いでお願いをしたいと思います。

　何か発言はございますか。

　特に発言ございませんが、９から１８、１０筆、計画のとおり決定でよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、９から１８、計画のとおり決定といたします。

　続きまして、２０、２１、永田委員関連案件でございますので、永田委員は除斥扱いで審議をお願いいたします。

　発言ございますか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

　発言なしということでございます。２０、２１、計画のとおり決定してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、２０、２１、計画のとおり決定といたします。

　続きまして、４７から５１の５筆、南場委員関連案件でございますので、南場委員は除斥扱いということで審議をお願いいたします。

　何か発言ございますか。

　発言がないようでございます。４７から５１、５筆、計画のとおり決定してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、４７から５１、計画のとおり決定といたします。

　以上で利用集積計画、全筆計画のとおり決定となりました。

　以上で議事を終了いたします。

　続きまして、協議事項の６の（１）でございますが、農地法第３条の３第１項の規定による届け出書について、６件ございます。一括協議を願いたいと思います。

　何か説明ありますか。

○事務局　３ページの分ですけれども、こちらに限りましては、農業委員会のあっせん希望がございます。全筆ではございませんで、１９２６－１と１９２６－２を除いたもの全てということでございますので、よろしくお願いしたいと思います。

○濵坂議長　事務局からの説明は終わりました。

　何か発言ございますか。

○事務局　済みません、備考欄のほうに利用権があれば利用権を書くようにという指示があったのですが、ちょっと書いてございません。８ページの分には書いてございますけれども、抜けております。申しわけありません、気をつけます。

○濵坂議長　空欄はないということですか、そういうわけではない。

○事務局　なしはなし、そうか、なしの場合に何かチェックする、チェックというか、ないということがわかるようにしておきます。

○濵坂議長　横一とか。

○事務局　はい。

○濵坂議長　いかがでしょうか、何か発言はございませんか。

　そうしますと、協議事項の（１）、６件届け出がございますが、一括受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、協議事項の（１）、６件一括受理をいたします。

　続きまして、協議事項の（２）、農地法第１８条第６項の規定による通知書について、５件でございます。一括協議を願いたいと思います。

　いかがでしょうか、何か発言はございませんか。
（一部略）

受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　続きまして、協議事項の（３）、農業振興地域整備計画の変更について、１件でございます。

　説明はありますか。

○事務局　六尾の自治会長の名前で、これは農用地への編入についての協議が上がっております。町長のほうから会長に対して意見を求めるということだそうでございます。場所としましては、ちょうど農地委員会でヒマワリとか耕作されたところのちょっと上側といいましょうか、そばですよね、

　１９ページをごらんいただきますと、１５９３から１５８４までとなっております。

○濵坂議長　いかがでしょうか、何か発言はございませんか。
（一部略）

　そうしますと、農業振興地域整備計画の中に編入をしてもよいということでよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　協議事項の（４）です。営農型発電設備の下部における農産物の状況報告についてお願いします。説明をお願いします。

○事務局　この報告でございますけれども、昨年も同じように出されております。２２ページからは営農状況の写真ということで、カラーではございませんが、ついております。それから、完成出来高計算書でございまして、営農総括実績表がまずございます。太陽光の下部の農地と、下部以外の農地ということで分けてございます。それから、あとは内容は変わってなくて、３３ページが工程表、３５ページが出荷計画でございます。それから、３８ページが残高証明書、あの提出された書類全部つけております。ページ数多いですけれども、４０ページが収入を証明する書類ということでございます。それから、その後は請求書等のコピー、通帳のコピー。５４ページが領収書等ということで、５５ページ、その差しかえの必要あったものが、これが領収書の集計表ということですね。出来高、５６ページ以降が請求書ということです。それで元に戻っていただいて、２１ページに、知見を有する者として、●●の●●の代表取締役の●●さんから所見が出ております。読ませていただきます。

　第４期は、下部の農地で３月から７月の間で２６万本、平均単収８２．２％の切り苗を出荷したと。単価に関しては、現在常緑キリンソウの特許使用にかかわる刑事訴訟で裁判中であり、需要の伸びが少なく供給過剰で、３月から６月の間は１本７円、７月には１本６円と値崩れし、売上高が例年の約半分の１９１万１，６００円となった。

　芝から常緑キリンソウに品目変更した下部以外の農地については、７月には３万本の出荷ができた。また、昨年度発生した夏枯れ対策として、８月には残った葉を切り落として新芽を出やすくした結果、１２月ごろには新芽が出そろっており、今後の安定生産は十分見込める状況だということだそうでございます。

　総会前の現地調査のときに行くようにしておりますが、今回に限りましては雪が降っておりまして、私が事前に現場を確認しましたが、雪に埋まってしまっておりまして全然見えない状況でございました。以上です。

○濵坂議長　説明が終わりました。

　何か発言はございますでしょうか。

○杉川（武）委員　施設があって邪魔になるということは、近所からも聞いていないから。もうかっている、もうかっとらんはどうでもいい話ですが、それが近所から苦情は出ておりません、今の段階で。

○河原委員　それと、このデータを見ると、一応、法的にソーラーの下は８０％以上の収穫量でないとだめですよという規定もあるので、８２になっていますから、問題はないかなと。もうかる、もうからんは相手のことですから、どうでもいいことなので。

○事務局　下部以外の農地につきましては、収穫量というのが真ん中のちょっと右寄りのところにございます。ここに０．８８ということでございますし、下部の農地については、その上のほうにございます０．８２ということでございますので、８割以上にはなっているということでございます。

○濵坂議長　これ、下部以外の農地も審査というか、確認が要るかいな。

○事務局　借りておられるので、農地としては。

○濵坂議長　借地として。実績としては上の、下部だけの分でいいわけでしょう。

○事務局　そうです。ただ、残っている農地のところもちゃんとつくってもらわなければいけないわけですから、それは見ておかないといけんです。

○濵坂議長　いかがでしょうか、何か気がつかれたことございませんか。

○河原委員　最近ソーラーの下を使うというのが、結構、はやっていると言ったらおかしいですが、先日もテレビでやっていましたが、資本は上海で、幾らだと言ったかな、２６ヘクタールのソーラーをやって、その下を使うということで、地域の人が３０人ぐらいでやりましょうということで、いろんな作物をつくって、売電と、その作物で４８億ぐらいかけて施設つくったらしいですが、多分、２５年ぐらいでペイするのではないかというようなことも情報として言っていましたから、これから結構ふえるのではないですかね。

○事務局　これは事業主体はどうなんですか。

○河原委員　事業主体は地区の農家。

○事務局　ですよね。

○河原委員　資本は上海の電力会社ということだそうです。

○事務局　その企業に借りておられるわけだ、資金を。

○永田委員　売電収入が伸び悩んどる状況で。

○河原委員　特に外国から見ると日本の売電は単価がすごく高いそうなんです、外国に比べると。だから投資してくるということのようでした。

○濵坂議長　ただ、この間も買い取り価格を下げました。

○河原委員　下げました。でも、３円かぐらいしか下がってないというね。

○事務局　結局、下がったら今度はパネル自体を古い型を使うんです。古い型の、生産したもので残ってしまったものを使うと安く買えるので、その分でペイができる。最新式のやつを使うと高いんですが、型おくれのやつを使うということらしいです。

○濵坂議長　中古ではない。

　いかがでしょうか、いいですか。

　その他、特には発言がございませんので、次に移ります。

　協議事項の（５）、平成３０年度農作業労働標準賃金等についてでございます。説明をお願いします。

○事務局　８８ページと８９ページになります。農作業労働標準賃金等につきましては、８９ページに、北栄町はあいとりますが、琴浦町、湯梨浜町、三朝町、倉吉市の金額が出ております。三朝町につきましては去年よりも数字がふえておりますが、実のところ消費税が入っていなかったということで、消費税を改めて入れたということでございます。ほかの町については消費税が入っておりますし、北栄町も入っての数字でございました。これにつきまして、北栄営農センター長さんと話をして、ほかの市町が変更ないので、変えにくいのもあるのでないかなということでございました。ただ、去年の農地委員会の会合の中で、耕うんロータリーの中のナガイモの深耕につきまして、これは去年の数字をそのまま入れておりますけれども、遠藤委員さんのほうからナガイモの部会のほうに確認をしていただきまして、１回当たり２万円だよということを聞いております。ですので、ここのところをナガイモの深耕を１回目とか２回目以降ということで分けずに、１０アール当たり２万円としてすればいいのでないかなというふうに思ったところでございまして、それにつきましても農地委員長のほうに話をさせていただいて、皆さんがよろしければ、そのように変更させていただいてということで、基準額を決めたいと思いますが、いかがでしょう。

○遠藤委員　正式には部会に問い合わせてはないですか。

○事務局　代表でしたかいね。

○遠藤委員　ええ、代表者に。

○事務局　代表者に。

○永田委員　いいですか。

○濵坂議長　どうぞ。

○永田委員　ナガイモの深耕ということで、耕うんロータリーの区分に入っているですが、使う機械が丸々違うので、原則的には。ロータリーではないですので、耕うんロータリーの中には入れないほうがいいです。

○事務局　どういうふうにするといいですかね。

○永田委員　要するにロータリーの下に。

○事務局　線を引いて。

○永田委員　要するに。

　分けて、ロータリー作業ではないということです。

○濵坂議長　耕うんというのと深耕と。

○事務局　耕耘と深耕か。

○濵坂議長　項目をつくればということですね。

○永田委員　ロータリー深耕というのが紛らわしいんでしょうけれども、そもそも作業が全く違うという。ロータリーはそもそも使わないと。

○濵坂議長　機械が違う。

○事務局　深耕として、ナガイモ深耕。ナガイモとしておきますか。

○永田委員　深耕作業。

○事務局　機械は何て言うものですかね。深耕機。

○永田委員　深耕機。

○事務局　深耕機。では、深耕機にします。深耕機で深耕にして。ナガイモ深耕にして、２万。

○永田委員　ちなみにこのゴボウの深耕を委託でされる方もありますしね。

○濵坂議長　同じ機械。

○永田委員　同じ機械、同じ機械で深耕。深耕自体も大体２段階で刃がありますので、短いほうだけでされる方もあれば、長いのでされる方もあって、同じ単価にはならないんです。

○濵坂議長　ナガイモは何ぼでできるんですか。

○遠藤委員　基本は１メーターです。

○濵坂議長　ゴボウも１メーター。

○山下委員　１メーター。同じのを使っていますが、この機械が乗用というのがあります。１回に２列深耕するんですけれども、一般的には。トラクターにもアタッチでロータリーのかわりにする形ができておりますし、昔ながらのは耕運機に刃を一つして１条ですね。

○永田委員　いずれにしても深耕機です。

○濵坂議長　１反一緒じゃいけんだ。

○山下委員　どうだろうか。１乗はもう大変ですよ。２反で１日ですから。

○永田委員　それは参考にしてもらうしかないということになると思いますが、機械が違えば当然効率が変わるので。

○山下委員　トラクターは大分早いです。乗用３０アールすれば、トラクターが５０アールぐらいしちゃうです。

○濵坂議長　トラクター深耕というふうにしとけばいいではないですか。乗用深耕にしようか、何かいい名前はないですか。わかりやすい。

○事務局　ややこしいな。

○永田委員　分けなくていいんではないかと思うんですが。

○濵坂議長　基準が標準だけんね。

○事務局　大体戻るほうの、この表自体がわからない部分があって、その部分が、ナガイモの部分が。

○山下委員　ただ、新しいところを深耕するというのは物すごい危険性があるんです。もう１本の爪が１０何万する。２本潰れたら、もう３０万円ぐらいの爪です。それを新しいとこにぽっと持っていって壊すことは、多分なりません。

○永田委員　それも込みで多分１回目の深耕の高いほうの部分がのっかっているのでという。

○事務局　なるほどなるほど。

○山下委員　通常のナガイモのところで耕うんする場合は２万円でいいと思いますけれども、新規の場合の２万円は誰も受けません。

○永田委員　そう思いますね。

○事務局　あり得んということですか。

○杉川（武）委員　摘要欄に、各部会に組合によるとか、当事者間の話とかな、もううちらではわからん。

○事務局　いやいや、一番下の（１）に。葉たばこ、ナガイモ、深耕云々については、協定賃金に準ずるということが入っているんです。入っている中で、そこに含まれない方の分がここにある、表として。これは北栄町しかないんですが、ナガイモ深耕のやつ。どうしましょう。
（発言する者あり）

○永田委員　それでも十分もうかりますんでね。

○事務局　労働標準賃金等にしましょうか。どういう表現がいいでしょうか。初めて危険性があるという部分は聞いたもんですから。

○山下委員　損耗部品自体は部品があります。

○事務局　では、例えば初めて、摘要欄を使って。

○濵坂議長　これは何なの。

○事務局　結局、１回目は、これ１回目なんです。

○濵坂議長　始めたとこでしょう。２回目は。

○事務局　２回目もこれ。で、危険性が、これ非常にあるのでと。

○濵坂議長　遠藤委員、８８ページの真ん中のところにナガイモ深耕という欄があって、新地というか、初めてのところは４万２，２００円、２回目以降は２万７，０００円というふうに書いてある。これを２万円ぐらいにせえという意味ですか。

○遠藤委員　せえというかね、でも、現実これで頼まれる人が今の時代におられるかなとちょっと疑問があったもので、安くしていただいたですが。何とも、実際に頼まれてね、されるという方の声を聞いてないもので、何とも言えないですけど、果たしてこれが適正な値段なのかなと思って。

○河原委員　逆に言うとすると、２万７，０００円が高いんではないかという意味。

○遠藤委員　まあ、そうですね。実際に請け負っとられる方に聞いたら、やっぱり単価２万円だなというような感じではおっしゃっていたので。

○事務局　結局これ、もしかすると、規模を拡大していくときに、初めてこれからつくろうというところの金額がつくってあるんではないかと。今リスクがあるということをおっしゃって、それでこの表が２段になっているのかなと思ったりするんですが。

○永田委員　ちなみに村の深耕機を持っている組合がする場合には、全くの新しい地にする場合には、１回で全部長い１メーター以上のやつは通せないので、まず半分１回走って、それから長いのでもう１回その後を追うようにというパターンなので。ただ、短い分は負荷が少ないので割とちょっと早く走れるので、変な話、２回走るんだけれども、２回以降が２万７，０００円、単純に倍にならないというイメージは合っているのかなと。その２万７，０００円の値段が高いのではないかという話になると、それに準じて１回目の分も落とさなきゃいけないんではないかなという気がしますけれども。リスクも含めた上で短いものから２回で深耕してもらったことはあります。

○事務局　要するに新規ですね。

○永田委員　新地の場合ですね。

○事務局　新規というんですか。
（発言する者あり）
新地。そうしたほうがわかりいいんではないでしょうか。２回目という捉え方ですよね。要するに以前もつくっとって、またそこにちょっと年数をあけてつくろうとしたと。それを、そのときに深耕するのが１回目なのか２回目以降なのかという。でも、これまでつくってきておられたわけだから。

○河原委員　それも、もうリスクはないということ。

○事務局　リスクないですから、それはもう２回目以降として算定すればいいわけだから、上の４万２，２００円のところは新地というんですか、についてだというふうにすれば、確かに数字的にはそうなっとったのわからんでもないなと思うんですが。その辺がわかるようになっとれば、２万７，０００円が２万円かという部分はあるかもしれんですが、２段になっているのは納得いくかなと思うんです。

○永田委員　ただ、あと２万７，０００円の問題だけえ。

○事務局　ですね。

○濵坂議長　遠藤委員さんの話では、作業を受けるほうが２万円とられてもいいよというような話でしょう。

○遠藤委員　はい。

○濵坂議長　だから、２万７，０００円は２万円で受けてもらったら喜びなるでないか。とりあえず２万７，０００円ぐらいで、払う人が高いというなら、また考えないといけん。

○事務局　逆にその辺話があったのは、２万７，０００円は高いんではないのと。２万７，０００円自体がね、もっと安いのではなかったかという話でなかったかいね。

○濵坂議長　頼まれる人も。

○事務局　そうそうそう。頼む人が。

○濵坂議長　その辺の妥当性がよくわからんですね。

○前田（浩）委員　でも実勢価格として２万円ぐらいでしとんなるんでしょ。

今までやっていた２万７，０００円ってなんだというのが根拠になってくる。

○遠藤委員　実際にはこの、これどおりにはされてないとは思いますがね。

○杉川（武）委員　農地部会でずっと確認、今まではしとったんだけれども、この数字を見て不信感なかった。農地委員さんは言ってこなんだし、微妙に感じるとしたら、何年か前の河原委員さんぐらいだったかな、砂丘畑の関係は何だかかんだかと言ったかもしれない。数字が変わったかもしれない、そのころに。数字的にはわかっとらんな。砂丘畑関係は河原委員が出した。

○濵坂議長　ちょっと情報収集せんとね。

（発言する者あり）

○事務局　では、ちょっといいですか。１回目は先ほどの話もあったように、このままにしといて、これで新地だということを摘要欄に入れる、摘要欄に。新地というんですか、新しい地ですよね。２回目以降のところは、部会さんのほうで２万円でやっておられるんだから、それだったら２万円にしてしまおうと、２万円に。それでどんなでしょうか。

○河原委員　いいんではないの。だっていわゆる通り相場なんだから。

○前田（浩）委員　ですから、それぞれの数字でやっといてもらったら。

○永田委員　頼まれる人が農業委員会では２万円で書いてあると言われたって、２万円で受けんと言われればね。受託される人にお願いしてもらうしかない。

○濵坂議長　そんなは注意書きで両者で話し合って。２万円から上げる、下げるはちょっと話をしてもらって。

○南場委員　この新地も切れのいいような数字は出んだか、２００円。

○事務局　４万円に。

○委員　４万円。

○谷口委員　何か根拠があって計算してこういう金額になっとるだら。オペレーターが、だって、次の機械の更新のことも考えたり計算でできたと思うんです。

○事務局　例えば県の経営指導の手引きを使って厳密に計算をするようなことができればいいんですが、ちょっとそういうこともなかなかできないので。横並びというか、他の市町の金額も影響しますし、田んぼなんかそうですよね。結構、その辺があります。

○濵坂議長　そうしますと、ナガイモ深耕の２回目ですね。２万７，０００円とありますが、２万円に変えたいと思いますが、遠藤委員、いいですか。妥当だと。

○遠藤委員　今の相場ですから。

○濵坂議長　山下委員、いいですか。

○山下委員　いいではないですか。

○濵坂議長　あとは両者間で話し合っていただくということで、標準的には２万円ということでなら、変えます。それから、新地のほうについては、以前の根拠がわかりませんが、このまま行きたいと思います。

　標準賃金についてはよろしいでしょうか。

○永田委員　１点だけ。稲わら代ので、コンバインのわらというにはどういう状態になるんですかね。切りわらですか。

○濵坂議長　ばら。

○永田委員　結束せずにばんばんばんばんというようなものがないですよね。

○濵坂議長　今はないですか。置き投げというだか。何か結束してある。

○永田委員　カッターとかと思うんですが、ばらと書いてあると、ひもを結ばずに刈り取った稲わらをばんばんばんばん、長いままというのがあるかななんて。

○河原委員　要するにロールベーラーで巻いたという意味ではないの。

○永田委員　切りわらですね。

○事務局　湯梨浜町にもある。

○永田委員　いや、言われるのが。持って帰っていいよ、ただでいいよっていう。

○濵坂議長　切ってもらっとけば集めに来るんですか。

○生橋委員　だから、切るときに結構まとめてこういう扇状に切るんです。そういうカッターで。

○濵坂議長　自分で機械持ってきて、それを。

○生橋委員　そうそうそう。なので３０センチぐらい。

○濵坂議長　やっぱりあるんだ。

○永田委員　いや、というのが東園のあたりは村内の人を中心にわらの、ロールわらと呼んで俵状のわらを提供するんですよ。農作業単価だと６，５００円ほどなので、ロールべーラー代金が。１０アールで。なので、１個２００円ぐらいでいいんではないか、田んぼに２０個ぐらいできる、３０個ぐらいできるからみたいなんで、１個２００円という金額で押していたんですが、西園のほうでそうやってされる方が２００円は安いと。ロールべーラー代金が６，０００円なのにわら代金が入ってないんではないかというふうに言われたことがありまして、では、わら代金何ぼだと言うと、そもそもないという状態だったんで、それが、そもそもないわけではない。コンバイン、ばらで、これがカッターなら、こんなんを足した分が、わら代金とロールべーラー代金足した、単価になるかなというふうになるんですが。そんなんで大分単価が上がる、約１．５倍上がる、３００円ぐらいに出さないといけないという。地域によって単価がそれぞれ違うので。

○濵坂議長　摘要に稲わら代は別と書いてありますからね。

○永田委員　いや、一応それがあって、これでいいよなと思ったんですが、一応切りわらで間違いがないですよねというのを聞いただけです。

○濵坂議長　どうもあるようです、需要が。

○永田委員　持って帰らないといけないパターンもあるんで。

○事務局　８９ページですが、湯梨浜町にも同じようにありますね。

○南場委員　それで、フレコンには大きさがいろいろあるか。どがに、３，３００円。

○河原委員　大体１，３００。

○谷口委員　１，３００。

○南場委員　１，３００が。１反で。

○永田委員　これ、フレコンと書いてあるけど運搬賃ですよね。

○南場委員　運搬賃は運搬賃で書いてある。

○永田委員　いやいやいや、フレコンの運搬賃ですよ、これは。

○南場委員　フレコンというのは。

○永田委員　もみの運搬はもみの運搬。フレコン。

○永田委員　もみ運搬は、これは小袋で運ぶ場合があるから、１袋１３０円。

○南場委員　フレコンの中に入っているか、運賃が。

○永田委員　フレコンの中に運賃が。フレコンって書いてあるんですが、右にフレコン使用料を含むって書いてありますから、これはフレコン運搬でいいと思います。表現の問題だけで。

○南場委員　聞いてみにゃわからんな。

○永田委員　だから、フレコン運搬という表現をされたほうが誤解がなくていいんではないかと。フレコン運搬、使用料を含む。

○事務局　フレコン運搬。わからん。意見を聞いたほうが数値はいいかもしれませんね。　　　　　
（発言する者あり）

○濵坂議長　そのほかよろしいでしょうか。

　そうしますと、以上で協議事項を終了いたします。

○事務局　まだ、農地賃借料情報。

○濵坂議長　ごめんなさい。もとへ。協議事項の（６）、農地賃借料情報についてでございます。

　説明をお願いします。

○事務局　９０ページですけれども、平成２９年の１月から１２月までの農地の貸し借りについて、地域ごとに最高額、最低額、平均額、データ数を上げさせていただいております。農地の分け方としましては、田んぼ、それから畑としては砂丘畑、普通畑という格好であります。金額的には、例えば田んぼの上でいきますと、平均額が１万２，８００円ということになっております。去年が９，８００円でございましたが、大区画で法人化されたところが金額を上げられまして、それが影響しておるものいうふうに思います。ですので、筆数も２０８筆というようなことでなってございます。中につきましては、ほぼ同じと、平均額同じということでございます。砂丘畑、上、中もほぼ変わりがありません。普通畑につきましては若干上がっておるという格好になりました。以上です。

　これは３月末の町報に、先ほどの農作業労働標準賃金等と一緒に、農業委員会のほうで配付することにいたします。先ほどの分も含めましてですが、再度３月に校正したものを、この９０ページの分が修正がなければですが、８８ページのものを校正したものをまた見ていただいて、配付させていただくということで確認させていただきたいというふうに思います。以上です。

○濵坂議長　賃借料情報について説明ございましたが、何か御意見ございますか。

○事務局　最高額、最低額ですが、極力金額の筆数の少ない最高額や最低額は外して、この額にさせていただいたということでございます。高いのはハウスがあったりとか、それから、土地改良費以上に金額が何か含まれていたりとか、そういうことがあったりとかしますし、低いところはそんなに要らないわということで、金額も異常に低い場合もありますので、そういうものは外させていただいての数字ということでございます。以上です。

○濵坂議長　どうでしょうか。何か御意見ございませんか。

○河原委員　いいではないでしょうか。

○濵坂議長　今度は手書きのもので示すということですね。

○河原委員　えっ、手書き。

○事務局　いや、手書きではないですよ。括弧内が去年に上げた分です。去年出した分。

○濵坂議長　反対だ。

○事務局　はい、です。だから、ちょっと認識はしといていただきたいのは、一番最初に説明させてもらったように、田んぼの上の平均額については、大区画の法人化されたものの影響も大きくあるよというふうなことを知っといていただきたいなと思います。ですので、大体１万円ぐらいと思っといていただければなというふうに思います。それを抜けば、抜いてしたほうがいいという話であれば抜いたものでもつくりますが、どうしたものかなとちょっと思ったりはしますが、この田んぼの畳自体が大区画整備田及び給水設備がある田、またはこれに準ずるもの、田ということでございますので、含んで数字を出す必要があるのかなというふうに思っております。ですので、この数字自体はやむを得んかなと。

○河原委員　いいではないですか。

○濵坂議長　御意見はないようです。そうしますと、３０年４月という、手書きでないほうで御確認をいただいたということでよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　以上で協議事項は終わりました。

　ちょっと時間が過ぎましたが、７番、報告事項に移ります。

　委員会報告で、農地委員会ございますか。

○杉川（武）委員　農地委員会としては何もありませんし、報告も持っていません。それから、個人的な話になるかもしれませんが、１２月にもらった資料をこないだ１月の月には大谷の総会がありまして、そのときに２００ほど刷りまして、コピーして、資料の説明を私はしませんが、杉川一二美委員さんがしました。以上です。

○濵坂議長　続きまして、農政委員会、ございますか。

○山下委員　２点。２月２日ですけれども、レストインだいばのほうで、第５回の青年農業者研修会を開催させていただきました。大変その日、まれにないいい天気で、参加者はあったんですけれども、出席者が若干少なかったということでしたが、内容についてはいい内容だったと思います。それと、２月２０日ですけれども、農政委員会を７時３０分から中央公民館の娯楽室で開きたいと思いますので、参加をお願いしたいと思います。

○濵坂議長　続きまして、広報委員会。

○盛山委員　１月の委員会で、今月の１９日は一応原稿締め切り。２月２２日に１９時３０分から中央公民館の大栄分館で広報委員会をします。よろしくお願いします。

○濵坂議長　ありがとうございました。

　２、各種審議会等の報告ございますか。

○山下委員　１月２０日ですが、アグリフォーラムをここで開催させていただきました。参加人数は１９７名参加ということで、終了いたしました。条件は大変よかったんですけれども、一般参加の方というか、組織のほうが参加者が少なかったということで、まだ反省会をしておりませんけれども、２月１５日に反省会をするようにしておりますので、また３月の総会までに報告させていただきたいと思います。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございました。

　１点ちょっと気がついたんですけれども、お話、方法でやられるかどうかわかりませんけれども、今回、例えば部会の発表という段階でね、絵がほとんどなかった。物を、スライドというか写し出す、やるんだったらやっぱり早いうちに決めて、写真が撮れる期間をつくらんと、１カ月、２カ月前になって声をかけても写真がない。できるだけ早いうちにどういうイベントをするかを取り組みされたほうがいいなと思いましたね。

○永田委員　それに関しては、去年実行委員長のほうで、ことし副実行委員長ですけれども、いろいろと庁舎の統廃合だったり地震だったりということで、実行委員会そのものの立ち上げのほうが非常に遅いんですよ。７月ごろになる。もう今さらだというような。例えばラッキョウでももうとっくにシーズンが過ぎている状況で実行委員会なんですよね。ですから、無理があるから準備期間数カ月とかやるのをやめましょうという提案はずっとしております。認定農業者協議会からも。もう３年ぐらいずっとそういう提案をしております。けれども、そのまま流れてきていると。それと反省会のほうありますので、強くその辺は提議すると思いますので、準備ができないようなんだったら、やらないか、ちょっと長いスパンを見て、２年に１回とかにするか等のことを考えほうがいいという話でしております。企画もへったくれもないので。準備期間が３カ月、４カ月、実際のところ。

○濵坂議長　そういうことをちょっと感じましたものですから。

○山下委員　一般に参加なり組織の参加ですけれども、フォーラムの開催は各、今回理事会のほうにもいろいろ公民館等々で張ったり、妻波の場合もちゃんと総会の折に、こういうことがありますというようなことはさせていただいたんですけれども、ほぼ、その内容を理解されていないんです。まあ、参加せんでもいいかということになっとらへんかなという、私、今回そういう感じを受けました。同じ方が出てこられて、新しい方が参加されてないような感じがします。

○濵坂議長　一つ意見をもらったのは、アグリフォーラムって、アグリって結局農業だという考え方が強いのではないかと。だから、そのアグリフォーラムをもうちょっと一般の人が入りやすいような名前とか、考えたほうがいいではないかという人もありました。

○山下委員　私もそう思います。もう７回、８回。ほとんど２００名ぐらいですよね。

○濵坂議長　だから、極端に言ったら、じげのうまいもん食おうかいとか誰でも入ってこれるような名前にもしかしたらしたほうがいいかもしれない。どういうのがいいかわかりませんけれども。

○山下委員　反省会がありますので。

○濵坂議長　その他何か御意見ございませんか。いいですか。もし何か気がつかれたら、また実行委員長等に御連絡いただければと思います。

　そのほかには審議会ございませんか。いいでしょうか。

　そうしますと、８番の連絡事項に移ります。

　一括説明お願いします。

○事務局　連絡事項の裏面でございますけれども、経過報告としましては、１月３０日に中部農業委員会協議会の会議に会長が出ておられます。２月２日につきましては、山下委員の、おっしゃったとおりでございます。当面の予定でございますけれども、２７日に農家民泊推進協議会の設立会、講演会がございます。そちらのほうに会長職務代理、河原委員、竹原委員、盛山委員が御出席をいただくということでございます。

　レジュメの裏面でございますけれども、連絡事項でございますが、第３回の総会ですが、これまでですと１０日が休みに該当する場合は、翌週の月曜日というようにしておりましたけれども、ちょうど議会が入っておりましてできないので、前に持ってこさせていただいて、現地確認を３月８日の木曜日、それから総会が３月９日の金曜日ということにさせていただきたいと思います。現地確認の担当委員は生橋委員、河原委員、田中委員の３名であります。議案の締め切り日は２月２６日ということでございますので、よろしくお願いをいたします。

　続きまして、その他も話させていただきます。空き農地情報バンクのほうに登録申し込みが出ておりますので、該当地区農業委員さんはいい方がありましたらよろしくお願いしたいと思います。例えば２ページなんかには、下のほうですが、メモ書きで書いております。酪農家、飼料作物以外でお願いしたいとの話もあったといったり、ちょっとメモ書きもございますので、その点も考慮しながらいい方を探していただきたいなというふうに思います。以上です。

○濵坂議長　その他に入ってしまいましたので、あわせてもう一つ。

（一部略）
○濵坂議長　連絡事項からその他まで、何かございますか。

○河原委員　よろしいですか。先ほど局長のほうからあったんですが、グリーンツーリズム研究会のほうから再度お願いしたいなと思います。２月２７日１時半から、予定はここの部屋になると思いますが、農家民泊協議会の設立会がございますので、都合のつく方は出席をお願いしたいなという、再度の要請です。

○事務局　あと資料の御説明がまだでございました。県立農業大学校から、募集要項等が届いております。研修を受けたい、農業をしたいという方がございましたら、このよう研修もありますので、御紹介願いたいなと思います。例えばこれは３ページのものにつきましては、これは４カ月間の研修、５ページにつきましては１２カ月間の研修とか載っております。よろしくお願いをいたします。

○濵坂議長　一応こちらかは準備したものは以上だと思いますが、全体を通しても結構です。何かございますか。

　そうしますと、発言ございません。

　そうしますと、一旦総会を終了したいと思いますが、よろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、以上で総会は終了いたします。

　　　議長（会長）
　　  議事録署名委員（２０番）
　　　議事録署名委員（２１番）
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